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   The Empire fish Hypseleotris compressus (Krefft), Gobiidae, were reared four years in aquaria. 
Spawnings were induced by injection of a gonadotrophic hormone. The embryonic and larval 
developments were compared with those of the Japanese relative fish, H. cyprinoides (Valenciennes). 

Newly hatched larvae, being about 1.3mm in total length, were reared in both seawater and 
freshwater. The fish were fed with oyster-larvae, rotifers. Brine shrimps Artemia, harpacticid 
Copepods Tigriopos, and formula food being changed as they grew. Some larval fish grew to over 
25mm in nine months and attained near the adult stage. The morphology of the early development 
-al fish, reared in seawater, is described.
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Fig．　1　The　mature　fish．

　　　A，　Male　fish，　74．5mn．　B，　Female　fish，　77．5rum．

　ホルモン注射：

　産卵促進のためのホルモン注射にはプペローゲン（ヒト胎盤

性生殖腺刺戟ホルモン，三共株式会社製）を用いた。注射時

における供試魚の性別，魚体測定値，注射量をTable　1に示し

た。各個体の体重（6．1～18．5g）に対する注射量（全量150

～3001U，体重1g当り14．4～24．61U）は一般的な採卵実験

例からみると過大な量と考えられたが，供試魚の飼育による熟

Table　1． The　first　experiment　of　the　spawning－induction

by　injection　of　a　gonadotrophic　hormone．

度低下を考慮して過大な産卵促進を計った。

ただし，ホルモンの過大な作用による供試魚の

へい死を避けるために，注射は筋肉内注射では

なく、腋部から腹腔内へ行い，遅効を期した。

　ホルモン投与後の供試魚は水槽内に浮遊し，

ときどき雄がビニール管へ出入りし，雌が互

に吻を近付ける行動がみられたが，雄が雌に

求愛するなどの産卵前行動は産卵日の前夜ま

で認められなかった。

　産　　卵＝

　産卵は注射後2日目の6月4日に行われた。

産卵・受精行動は観察していない。巣内に産

着卵を認めた午前7時前には雌雄すべてが水

槽内に浮遊しており，巣内に留って卵を守っ

ている魚はみられなかった。産着卵とその後

のふ化仔魚を食べる魚はみられなかった。縦

割りしたビニール管巣を開いてみると，卵は

管内の天井部を中心にして一面にまばらに産

み付けられていた。管によって点数の差が目

立った。卵の総数を5～6万と推定した。産

着卵の中には多くの未受精卵が混っており，

全卵の受精率は約80％であった。

　産卵確認後の雌はすべて産卵前と比べると

Test　fish

　No．
1 2 3 4 5 6

腹部が小さくなっていたので全個体が同日に産卵したと考えた。

雄の卵保護行動がみられなかったのでどの雄が受精に関与した

か分らなかった。

　Auty5）は本種の水槽飼育魚の自然な産卵で時間をかけた

求愛行動などの産卵前行動，産卵・受精行動，雄が卵を保護i

する産卵後行動を観察している。本採卵実験では産卵前・後

行動はみられなかった。この現象は同じく過大なホルモン注

射によるタナゴモドキの採卵実験でも認められた36）。過大

なホルモン投与によって過度の産卵促進がおきて産卵の各行

動相において行動・時間の両面で短絡な進行を生じ，その結

果，これら両種の産卵で多数の未受精卵を産出したと考えた。

Sex M　　　M　　　M F F F

Fish　size

SL　mm

　BGg

74．5　68．0　625　77．5　76．5　71．5

9．5　10．4　6．1　16．7　18．5　12．6

園田
Hormone
dose　in　IU

Injection

date

　　　Puberogen’）

150　150　150　300　300　300

　　　June　2，　1977

Spawning
date

June　4

＊）　Puberogen　is　a　human　choronic　gonadotropin，　produced　by　the

　Sankyo　Co．．

　第2回目の採卵実験＝

　供試魚は6月30日に1回目の採卵実験で残った9尾の中か

ら雌雄各2尾を選び，雌雄1対の2組を作った。各組をそれ

ぞれの産卵水槽に収容した。（水槽番号No．1，No．2）。水

槽は60　eガラス水槽を用い，底面ろ過式にして，淡水の飼育

水に通気した。水温の調節は行わず，餌は与えなかった。

　供試魚には同日にNo．1水槽ではプベローゲンを，　No．2水

槽ではゴナトロピン（ヒト胎盤性生殖腺刺戟ホルモン，帝国臓

器製薬株式会社製）を1回目の実験と同じ要領で注射した。

供試魚の魚体測定値と各ホルモンの注射量をTable　2に示した。

　水槽No．1では注射後3日目の7月3日朝に約3千の産着

卵を認めた。一方，水槽No．2では産卵がみられなかったの

で，同日に前回と同じ注射を行った。しかし，その後も産卵

は行われなかった。

　No．1水槽における産着卵はビニール管巣の内壁にまばら
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Table　2．　The　second　experiment　of　the　spawning－induction

　　　　by　injection　of　a　gonadotrophic　hormones．

Aquarium　No． 1 2

Test　fish

@　No． 7　　　8 9　　　10

Sex M　　　　F M　　　　F

Fish　size

rL　mm

aWg

74．5　　76．0

X．4　　10．8

　　　　　　　　　8

U5．5　　64．0

U．4　　6．7

珂ection

?順oone

gormone
р盾唐?@in　IU

ﾏection
р≠狽

Puberogen

P00　　200

iune　30，1977

Gonatropin＊

P00　　200

@　June　30

Spawning
р≠狽

July　3 No　spawning

＊　）　Gonatropin　is　a　human　chorionic　gonadotropin，　pro－

　duced　by血e　Teikokuzokiseiyaku　Co．．

鍵灘灘

に産み付けられていった。産着卵の受精率は約90％であった。

産卵・受精行動は観察していない。第1回の産卵と同じく，

産卵前，後行動はみられなかった。

　2回目の採卵実験では1対しか産卵せず，産着年数も1回

目と比べて少なかった。これらの原因としては，2回目の供

試魚は実験前の約1か月間は熱帯魚用の配合飼料とイトミミ

ズをわずかに食べる状態で過しており，この期間中に生殖腺

の熟度が低下したとこが考えられる。なお，Auty　5）は忙種

の雌は一産卵期に数回にわたって産卵し，1回に数十の卵を

産むとしている。

　第1回と第2回の採卵実験に用いた供試魚はすべて実験後

も生き残り，その中の大部分の個体は1978年まで生き延びて

年令は5才を越えた。その間，産卵はみられなかった。

胚発生と前期仔魚の発生

　第1回目の採卵実験で得られた受精卵とそれからふ化した

懸魚について，淡水中での胚発生と前期仔魚の発生について

述べる（Fig．2）。

　6月4日午前7時まえに産着卵を認めた時点での胚発生の
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Fig．　2　The　embryonic　and　early　larval　developments．

　　　A，　discharged，　unfertilized　egg，　O．35　X　O．31mm．　B，　embryo　formation．　C，　developing

　　　embryo．　D，　embryo　before　hatching，　10　hours　after　B．　E．　newly　hatched　larva．

　　　1．35mm　TL．　F．　prolarva，　1．6mm．　12　hours　after　hatching．　G，　1．8mm，　24　hs．　H，　1．9mm，

　　　42　hs．　1，　2．Omm，　75　hs．　J，　last　prolarva，　2．4mm，　95　hs．　K，　early　postlarva，　2．5mm，　6

　　　days．　L，　postlarva，　4．3mm，　16　days．　M，　ventral　view　of　the　postlarva　shown　in　1．

　　　Temperature　of　freshwater　where　the　embryos　and　prolarvae　were　kept　was　about

　　　24℃．　Photographs　of　the　postlarvae，　K　and　L，　were　taken　after　fixing　specimens．

段階は原口閉鎖期であり，水

温約24℃で発生が進み，同日

午後5時まえにふ化した。受

精卵のふ化率は約60％であっ

た。

　卵は球形に近く，長径0．32

～37㎜。短径0．29～0．32㎜。

タナゴモドキの卵と同形で、

ほぼ同じ大きさである3＞。魚

卵の中では最小の部類にはい

る。卵膜の一端には付着糸の

塊があり，囲卵腔はほとんど

みられない。淡乳白色をした

卵黄内には発生初期には数個

の油球があるがふ化前になる

と1個になる。ふ化前の胚体

は体を三重に折り曲げており，

動く（Fig．2，D）。

　ふ化直後の落魚は全長1．35

㎜（E）。タナゴモドキの仔

魚と共に最小の年魚の部類に

はいる3）。体形はオタマジャ

クシ状をしており，一般の浮

遊魚卵からふ化した前群に似

ている。眼胞と耳胞の原基が

みられ，肛門部と体後部腹縁

部に黒色素胞が現われている。

これらの形質はタナゴモドキ

のふ化仔魚（全長約1．15㎜）

が水温約20℃でふ化後房10時

間を経た約1．4㎜の仔魚段階
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で示す特徴である3｝。

　ふ化仔魚は水温約24℃でふ化後上5日間で卵黄を吸収して

後期仔魚期へ移る（K）。この間に体各部の発達が急速に進

み，全長はふ化時の約1．8倍となる。眼，消化管，’標などが

発達し，口と肛門が開き，一般のハゼ類にみられる仔魚の形

が整う。仔魚はふ化直後から水中で上下運動を繰り返し，そ

の後次第に水平運動へ移った。

海水と淡水で飼育したふ化仔魚の餌・飼料と成長

ワムシを加えて与えた。19日目の6月23日からはカキ幼生に

かえてブラインシュリンプArtemiaのふ化幼生を与えた。2

1日目の6月25日からはシオミズツボワムシの培養池に発生

したシオダマリミジンコを与えた。飼育開始から約2か月後

の8月からは両飼育容器をIOO　e型へかえ，熱帯魚用の配合

飼料を与えた。飼育1か月を過ぎたころから，飼育水は2～

7日の間隔で全量の1／3程度を換水し，水槽を清掃して，

やや強く通気した。餌はほぼ毎日与えた。稚魚は緩やかな群

がりをなして浮遊し，瞬間的に速い動きをした。

　飼育仔魚の餌・飼料：，．

　1回目の採卵実験で得たふ化三一をふ化当日長崎市郊外の

野母崎町にある学部付属水産実験所へ運んで飼育実験を行った。

　本種はその生息地の状況からタナゴモドキと同じように，

川でふ化した仔魚が海へ流入し，発育した後に川へ戻せる両

側回遊の習性が考えられた3・7）。そこで，仔・稚魚の海水適

応性を知るために淡水飼育と共に海水飼育を行った。

　飼育水槽は円形透明の30　eポリカーボネー水槽を用いた。

飼育水は，海水（塩分約34％。）を淡水で薄めて1／3海水と

した。それぞれの水槽に約5千尾のふ化幼生を収容した。1

つの水槽はその後毎日，飼育水の1／3～1／2容量を海水

と入れ換えて徐々に海水水槽とし，他の水槽は同様に淡水と

入れ換えて淡水水槽とした。両水槽の飼育水には当初の1か

月間ほどは海産クナミドモナスを加えて緑色海水とした。飼

育水にはエアーストンを用いて軽く通気した。水温は調節せ

ず，飼育室の室温下に置いた。

　両水槽共に，飼育餌料はふ化後2日目の「6月6日から養殖

マガキを人工受精して得たベリジャー幼生とD状幼生（大き

さ約70ミクロン）を毎日与えた。4日目の仔魚（全長約2．5

㎜）では卵黄，油球がまだ残っていたが，消化管内にはカキ

幼生が充満していた。13日目の6月17日置らはシオミズッボ

　飼育仔魚の成長＝

　1977年6月から翌年3月までの飼育期間中に随時取り上げ

た飼育魚の全長を測定し，全長範囲の時間経過にともなう変化

によって成長状況を知った。その結果を上記の餌・飼料系列と

合せてFig．3に示した。飼育を始めてから5か月を経た10月に

は淡水飼育魚の方が海水飼育魚よりは多く残り，成長も良かっ

た。約10か月を経た翌年3月には成長に個体差が目立ち，全

長範囲は22～43㎜を示した。淡水，海水の両水槽で大型の個

体は全長30㎜（体長25㎜）を越え，それらの中には両背鰭に雄

の特徴を示す斑紋の形成が進んでいるものが混っていた。

　1978年4月以降は海水，淡水の両水槽の飼育魚を合せて60

e淡水ガラス水槽で飼育を続けた。飼育開始内約ユ年を経た

6月には全長40㎜（体長33mm）を超える個体の中には両背鰭

に雄の2次性徴である斑紋をはっきりと現わしているものがあり，

それらが既に最小成体段階に達していることを示していた。

　飼育魚は初めの約20日間に急激に減少した。その後も減少

が続き，飼育開始後約3か月を経た8月には当初の約1万尾

が100余尾となり，9か月後の翌年3月には約70尾へ減少し

た。この間の飼育水の水温変化はほぼ10～28℃を示した。

　成長を知るために行った飼育魚の全長測定は，9月までは

採取標本により，それ以降は毎回淡水，海水の両水槽からそ
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Fig．　3　Growth　of　the　newly　hatched　larvae，　rearing　in　seawater　and　freshwater，　shown　as　change

　　　of　size－ranges　in　total　length，　and　food　for　the　rearing　fish．

　　　Larvae，　being　about　1．3mm　TL，　hatched　out　on　June　2，　！977　and　were　reared　to　March　of　1978．

　　　Vertical　fine　lines　show　size－ranges　of　the　fish，　reared　in　seawater，　bold　lines　show　size－ranges

　　　of　in　freshwater．　Solid　circles　on　the　vertical　lines　show　the　size－mode．　The　horizontal　line

　　　with　O，　O－line　shows　the　period　in　which　the　larvae　were　fed　with　oyster－larvae，　R－line　with

　　　rotifers，　A－line　with　Brine　shrimps　Artenzia，　C－line　with　the　harpacticid　Copepods，　and　F－line

　　　with　formula　food．
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れそれ30尾前後を取り出し，MS222を用いて麻酔したのち

に行った。測定個体は再び水槽へ戻した。

　本飼育実験で，本種の仔・稚魚は多くのハゼ類で知られて

いるような広温，広塩分，耐麻酔の性質を示した。そして，

淡水だけでなく海水でも発生することが分った。この事は，

本種の両側回遊の習性を考えるうえで有力な資料となる。

　一方，友田8・9）はフィリッピン，ミンダナオ島のうナオ湖

では1970年代にタナゴモドキ属の魚が移入されて繁殖し，在

来魚の卵べるために同湖の淡水魚漁業に大きな被害を生じて

いるとしている。本属の魚の中には陸封された状態で繁殖す

るものがあることを示している。

海水で飼育した後期仔魚・稚魚・若魚の形態

　本種のように全生活史を通じて浮遊，遊泳生活を送るハゼは，

底生々活を送る多くのハゼが浮遊生活から底生々活へ移る稚魚
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Fig．　4　Postralval，　juvenescent　and　adolescent　fish，　reared　in　seawater，　and　formation　of　their

　　　pelvic　fins．

　　　A，　postlarva，　6．5mm　TL，　27　days　after　hatching．　B，　11．2mrn，　58　days．　C，　13．Omm，　58　days，

　　　in　good　growth．　D，　juvenile，　17．7mm，　73　days．　E，　adolescent，　18．3mm，　89　days．　Each　pelvic

　　　fin　of　the　fish，　drawn　from　A　to　E，　is　shown　from　AP　to　EP．
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期にみられるような生態，形態の急激な変化は示さない。腹鰭

などの形態，体色・斑紋の変化は徐々に進む。本飼育実験：で

得た海水飼育の仔・稚魚についてそれらの経過を述べる。

　ふ化仔魚（全長約1．3㎜；Fig．2，E）は水温約24℃の状態

でふ化後6日目にば卵黄・油球を吸収して2．5㎜になり，後

期仔魚期へはいる（K）。

　ふ化後16日を経た4．3㎜の後期仔魚（L）では、標の膨ら

みが目立ち，消化管がわずかに湾曲している。下尾軸骨の形

成が進む。腹部下縁，標，体後部腹縁，下尾軸骨の各部に黒

色胞がみられる。耳胞部と体後部腹縁に榿色色胞がみられる。

口と消化管の発達が目立つ。

　6．5㎜の仔魚（27日後，以後は固定後測定，Fig．4，A）で

は鰭条数は第2背鰭D2，11；轡鰭A，11。第1背鰭D1と胸

鰭P1の鰭条原基がみられる。腹鰭P2の原基（AP）が現われ

る。尾鰭下条は分節し，鰭の末端は卜形をなす。頭，標，体

腹縁の各部に黒色素胞が並ぶ。体側の筋肉罫引基数Mは22

を数えた（成魚の脊椎骨数25）。

　11．2㎜の仔魚（58日後，B）では鰭棘・条数が第1背鰭

DI　IV，　D、1，9；胸鰭P、16，形はうちわ状をなす。腹鰭に鰭

膜を生じる（BP）。尾鰭末端はわずかに切れ込んでいる。尾

部体縁部に黒色素胞の排列が目立つ。筋肉罪数Mは23を数

えた。

　成長が良かった58日後の仔魚（13．0㎜；C）では、鰭棘・

条数はDI　IV，　D、1，9：P、4（CP）。頭，体側中央，尾部腹

縁の各部の黒色素胞が目立つ。

　73日後の17．7㎜（D）の末期稚魚では，各鰭はDIVI，　D21，

9：P116，　P21，5，　AI，ユ0となり，それぞれ定数となる。稚

魚期へはいる。胸鰭はだ円形になる。腹鰭（DP）はほぼ形

が整う。体表には鱗の排列がみられる。黒色素は頭，腹部に

分布し，体側中央部では一縦列をなし，轡門門で目立つ。

　89日後の18．3㎜（E）の飼育魚は若魚形となり。腹鰭は成

魚形を示す（EP）。黒色素胞は頭，胸鰭基底，啓鰭基底の各

部に目立ち，体側中央部には縦一列をなして破線状に並ぶ。

両背鰭の斑紋形成が進む。しかし，体全体に黒色素胞が少な

く，体は半透明をなす。この形状は多くの種類のハゼ類稚魚

が底生々活へ移る前の浮遊生活末期に示す状態に共通する。
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